
(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】輝度、寿命等を向上させた低速電子線励起赤色発光蛍光体、この蛍光体の製造方
法並びにこの蛍光体を使用した蛍光表示管を提供する。
【解決手段】ＳｒＴｉＯ  3：Ｐｒ，Ａｌ又はＧａ蛍光体で、該蛍光体は、Ｓｒ、Ｔｉ、Ｐ
ｒ，Ａｌ又はＧａの有機金属キレート錯体を含む粉末を仮焼成して得られる金属酸化物を
本焼成して製造される。該蛍光体の、Ａｌ又はＧａの添加量は、ＳｒとＴｉの総ｍｏｌ量
に対して０．００１～０．３ｍｏｌ倍量とし、及び／又はＰｒの添加量を、ＳｒとＴｉと
Ａｌの総ｍｏｌ量に対して、０．００００７～０．００５ｍｏｌ倍量とすることにより、
原子レベルで均一に固溶した、粒子間の金属組成比および発光特性のばらつきが非常に小
さく、且つ、球状で粒子形の揃った蛍光体となる。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  で 表 さ れ る チ タ ン 酸 塩 の 母 体 に Ｐ ｒ 及 び Ａ ｌ 又 は Ｇ ａ を 添 加 し た 蛍 光 体 で あ
っ て 、
　 Ｐ ｒ の 添 加 量 が 、 Ｓ ｒ と Ｔ ｉ と Ａ ｌ 又 は Ｇ ａ の 総 ｍ ｏ ｌ 量 に 対 し て 、 ０ ． ０ ０ ０ ０ ７ ～
０ ． ０ ０ ５ ｍ ｏ ｌ 倍 量 で あ る こ と を 特 徴 と す る 蛍 光 体 。
【 請 求 項 ２ 】
Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  で 表 さ れ る チ タ ン 酸 塩 の 母 体 に Ｐ ｒ 及 び Ａ ｌ 又 は Ｇ ａ を 添 加 し た 蛍 光 体 で あ
っ て 、
　 Ａ ｌ 又 は Ｇ ａ の 添 加 量 が 、 Ｓ ｒ と Ｔ ｉ の 総 ｍ ｏ ｌ 量 に 対 し て 、 ０ ． ０ ０ １ ～ ０ ． ３ ｍ ｏ
ｌ 倍 量 で あ る こ と を 特 徴 と す る 蛍 光 体 。
【 請 求 項 ３ 】
Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  で 表 さ れ る チ タ ン 酸 塩 の 母 体 に Ｐ ｒ 及 び Ａ ｌ 又 は Ｇ ａ を 添 加 し た 蛍 光 体 で あ
っ て 、
　 Ｓ ｒ ， Ｔ ｉ ， Ｐ ｒ 及 び Ａ ｌ 又 は Ｇ ａ が 原 子 レ ベ ル で 均 一 に 混 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 蛍 光 体 。
【 請 求 項 ４ 】
金 属 酸 化 物 蛍 光 体 Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  ： Ｐ ｒ ， Ａ ｌ 又 は Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  ： Ｐ ｒ ， Ｇ ａ を 作 製 す る に
あ た り 、
　 Ｓ ｒ ， Ｔ ｉ ， Ｐ ｒ 及 び Ａ ｌ 又 は Ｇ ａ の 有 機 金 属 キ レ ー ト 錯 体 を 含 む 粉 末 を 製 造 す る 工 程
１ と 、
　 前 記 工 程 １ で 得 た 粉 末 を 仮 焼 成 し て 有 機 成 分 を 除 去 し 金 属 酸 化 物 粉 末 を 得 る 工 程 ２ と 、
　 前 記 工 程 ２ で 得 た 金 属 酸 化 物 粉 末 を 本 焼 成 す る 工 程 ３ と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 蛍 光 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 工 程 １ に お い て 、 （ Ａ ） 金 属 も し く は そ の 化 合 物 と 、 有 機 キ レ ー ト 形 成 剤 お よ び ／ ま
た は （ Ｂ ） そ れ ら の 金 属 キ レ ー ト 錯 体 を 所 定 の 金 属 組 成 と な る よ う に 混 合 し て 澄 明 な 有 機
金 属 キ レ ー ト 錯 体 水 溶 液 を 調 製 し 、
　 該 水 溶 液 を 噴 霧 乾 燥 し て 有 機 金 属 キ レ ー ト 錯 体 粉 末 を 得 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記
載 の 蛍 光 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 有 機 キ レ ー ト 形 成 剤 が 、 ア ミ ノ カ ル ボ ン 酸 系 キ レ ー ト 剤 お よ び そ の 塩 で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 蛍 光 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 金 属 キ レ ー ト 錯 体 が ア ミ ノ カ ル ボ ン 酸 系 キ レ ー ト 剤 と 金 属 イ オ ン か ら 成 る 錯 体 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 蛍 光 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 有 機 キ レ ー ト 形 成 剤 が 、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン 四 酢 酸 又 は そ の 塩 お よ び ／ ま た は ジ エ チ レ
ン ト リ ア ミ ン 五 酢 酸 又 は そ の 塩 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 蛍 光 体 の 製 造 方 法
。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 金 属 キ レ ー ト 錯 体 が エ チ レ ン ジ ア ミ ン 四 酢 酸 と 金 属 イ オ ン か ら 成 る 錯 体 お よ び ／ ま た
は ジ エ チ レ ン ト リ ア ミ ン 五 酢 酸 と 金 属 イ オ ン か ら 成 る 錯 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
５ 記 載 の 蛍 光 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 工 程 ２ に お い て 、 焼 成 雰 囲 気 が 酸 素 を 含 む 雰 囲 気 下 で あ り 、 且 つ 、 前 記 仮 焼 成 温 度 が
４ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ℃ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ～ ９ の い ず れ か に 記 載 の 蛍 光 体 の 製
造 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 工 程 ３ に お い て 、 前 記 本 焼 成 温 度 が 請 求 項 １ ０ 記 載 の 仮 焼 成 温 度 以 上 で 本 焼 成 を 行 う
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こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ～ １ ０ の い ず れ か に 記 載 の 蛍 光 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 工 程 ３ に お い て 、 前 記 本 焼 成 を 行 う 雰 囲 気 が 、 酸 素 を 含 む 雰 囲 気 下 で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ４ ～ １ １ の い ず れ か に 記 載 の 蛍 光 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
（ Ａ ） Ｓ ｒ ， Ｔ ｉ ， Ｐ ｒ 及 び Ａ ｌ 又 は Ｇ ａ の 金 属 も し く は そ の 化 合 物 と 、 有 機 キ レ ー ト 形
成 剤 お よ び ／ ま た は （ Ｂ ） Ｓ ｒ ， Ｔ ｉ ， Ｐ ｒ 及 び Ａ ｌ 又 は Ｇ ａ の 金 属 キ レ ー ト 錯 体 を 所 定
の 金 属 組 成 と な る よ う に 混 合 し て 澄 明 な 有 機 金 属 キ レ ー ト 錯 体 水 溶 液 を 調 製 し 、 該 水 溶 液
を 噴 霧 乾 燥 し て 有 機 金 属 キ レ ー ト 錯 体 を 含 む 粉 末 を 製 造 す る 工 程 １ と 、
　 前 記 工 程 １ で 得 た 該 粉 末 を 、 焼 成 雰 囲 気 が 酸 素 を 含 む 雰 囲 気 下 で あ り 、 且 つ 、 仮 焼 成 温
度 が ４ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ℃ で 、 仮 焼 成 し て 有 機 成 分 を 除 去 す る 工 程 ２ と 、
　 前 記 工 程 ２ で 得 た 金 属 酸 化 物 粉 末 を 、 酸 素 を 含 む 雰 囲 気 下 に お い て 、 前 記 仮 焼 成 温 度 以
上 で 本 焼 成 す る 工 程 ３ と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 蛍 光 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
真 空 気 密 容 器 を 形 成 す る 陽 極 基 板 上 に 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 蛍 光 体 を 形 成 し 、 該 蛍 光 体 に
電 子 線 を 射 突 さ せ て 発 光 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 蛍 光 表 示 管 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 子 線 及 び 紫 外 線 の 射 突 並 び に 電 界 に よ り 発 光 す る Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  ： Ｐ ｒ ， Ａ
ｌ 蛍 光 体 の 製 造 方 法 及 び 蛍 光 体 並 び に 該 蛍 光 体 を 使 用 し た 蛍 光 表 示 管 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  を 母 体 構 造 と す る 電 子 線 励 起 形 蛍 光 体 は 、 従 来 の 含 カ ド ミ ウ ム 蛍 光 体 （ Ｚ
ｎ Ｃ ｄ ） Ｓ ： Ａ ｇ に 代 わ る 低 電 圧 電 子 励 起 形 赤 色 蛍 光 体 と し て 現 在 検 討 さ れ て い る 。 Ｔ ｉ
化 合 物 、 ア ル カ リ 土 類 金 属 化 合 物 、 希 土 類 元 素 化 合 物 、 三 属 元 素 の 所 定 量 を １ １ ０ ０ ～ １
４ ０ ０ ℃ で 加 熱 し 、 ア ル カ リ 土 類 金 属 元 素 と Ｔ ｉ の 酸 化 物 で 表 さ れ る 母 体 に 希 土 類 元 素 を
固 溶 さ せ る と と も に 、 三 属 元 素 の 中 か ら １ 種 の 元 素 を 固 溶 さ せ る 固 層 法 に よ り 製 造 さ れ た
蛍 光 体 と し て 、 ア ル カ リ 土 類 金 属 に Ｓ ｒ 、 希 土 類 元 素 に Ｐ ｒ 、 三 属 元 素 に Ａ ｌ 又 は Ｇ ａ を
選 択 し た 赤 色 に 発 光 す る Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  ： Ｐ ｒ ， Ａ ｌ ， Ｇ ａ に 関 す る 技 術 が 下 記 特 許 文 献 １
に 開 示 さ れ て い る 。 こ の 蛍 光 体 は 、 発 光 中 心 と な る Ｐ ｒ の 添 加 量 を ０ ． ０ ５ ～ ５ ｍ ｏ ｌ ％
と す る こ と 、 ま た は 、 Ａ ｌ 又 は Ｇ ａ の 添 加 量 を ０ ． ０ ２ ～ ７ ０ ｍ ｏ ｌ ％ と す る こ と に よ り
実 現 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 こ の 蛍 光 体 は 発 光 輝 度 と 寿 命 特 性 に 関 し て は 要 求 性 能 を 十 分 満 足 す る に は 至 っ
て お ら ず 、 こ の 欠 点 を 解 消 す る た め に 、 下 記 特 許 文 献 ２ の 開 示 さ れ て い る よ う な Ｔ ｉ の 一
部 を Ｓ ｎ ， Ｓ ｉ お よ び Ｇ ｅ 等 の ４ ｂ 族 元 素 で 置 換 し た 蛍 光 体 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 蛍 光 体 の 他 に は 、 例 え ば 下 記 特 許 文 献 ３ に 開 示 さ れ て い る よ う な も の が あ り 、 Ｓ ｒ
/ Ｔ ｉ の ｍ ｏ ｌ 比 を ０ ． ８ ８ ～ ０ ． ９ ９ に 制 御 し 、 Ｐ ｒ の 含 有 量 が １ ｍ ｏ ｌ の Ｓ ｒ に 対 し
て ０ ． ０ ０ ０ １ ～ ０ ． １ ｍ ｏ ｌ ％ で あ り 、 Ａ ｌ の 含 有 量 が １ ｍ ｏ ｌ の Ｔ ｉ に 対 し て ０ ． ０
０ １ ～ １ ． ０ ｍ ｏ ｌ ％ で あ る 蛍 光 体 で あ る 。
　 ま た 、 特 許 文 献 ４ に 開 示 さ れ て い る よ う な Ｓ ｒ を Ｃ ａ お よ び Ｍ ｇ で 置 換 し 、 付 活 剤 で あ
る Ａ ｌ の 一 部 を Ｇ ａ 及 び ／ 又 は Ｉ ｎ と 置 換 し 、 Ｐ ｒ の 含 有 量 が １ ｍ ｏ ｌ の Ｓ ｒ に 対 し て ０
． ０ ０ ０ １ ～ ０ ． １ ｍ ｏ ｌ ％ で あ り 、 Ａ ｌ の 含 有 量 が １ ｍ ｏ ｌ の Ｔ ｉ に 対 し て ０ ． ０ ０ １
～ １ ． ０ ｍ ｏ ｌ ％ で あ る 蛍 光 体 な ど が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 金 属 酸 化 物 蛍 光 体 を 製 造 す る に あ た り 、 出 発 原 料 と し て 分 子 レ ベ ル で 均 一 な 混 合
組 成 を 有 し 、 粒 子 形 状 が 略 球 状 で 且 つ 粒 径 の 揃 っ た 原 料 粉 末 を 使 用 す る こ と に よ り 、 単 層
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の 略 球 状 で 粒 径 の 揃 っ た 輝 度 特 性 の 良 好 な 金 属 酸 化 物 蛍 光 体 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の よ う な 金 属 酸 化 物 蛍 光 体 を 製 造 す る 方 法 と し て は 、 下 記 特 許 文 献 ５ に 開 示 さ れ て
い る よ う に 、 金 属 酸 化 物 を 構 成 す る 金 属 若 し く は そ の 化 合 物 と 金 属 キ レ ー ト 形 成 剤 も し く
は 金 属 キ レ ー ト 錯 体 を 、 金 属 酸 化 物 換 算 で 所 定 の 金 属 組 成 と な る よ う に 混 合 し て 透 明 な 有
機 金 属 キ レ ー ト 錯 体 水 溶 液 を 調 整 す る 。 こ の 水 溶 液 を 噴 霧 乾 燥 す る 方 法 に よ っ て 得 ら れ た
ア モ ル フ ァ ス 粉 末 を 、 例 え ば ５ ０ ０ ～ ８ ０ ０ ℃ 程 度 で 、 従 来 の １ １ ０ ０ ～ １ ４ ０ ０ ℃ よ り
も 比 較 的 低 い 温 度 で 加 熱 し て 、 出 発 原 料 と し て 分 子 レ ベ ル で 均 一 な 混 合 組 成 を 有 し 、 粒 子
形 状 が 略 球 状 で 且 つ 粒 径 の 揃 っ た 蛍 光 体 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ ー ８ ５ ７ ８ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ ー ２ ７ ３ ６ ５ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ ー ２ ２ ６ ８ ４ ９ 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ ー ２ ２ ６ ８ ５ ０ 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 国 際 公 開 番 号 　 Ｗ Ｏ 　 ０ ２ ／ ４ ４ ３ ０ ３ 　 Ａ １ 　 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た 特 許 文 献 １ 乃 至 ４ に 開 示 さ れ て い る 従 来 技 術 で は 、 蛍 光 体 は 固
相 原 料 を 所 望 の 金 属 組 成 比 と な る 様 に 混 合 し 、 焼 成 す る こ と に よ っ て 金 属 酸 化 物 を 得 る 方
法 、 す な わ ち 固 相 法 と い う 古 典 的 な 方 法 に よ り 行 わ れ て い る 。 固 相 法 は 固 相 同 士 を 混 合 す
る こ と か ら 、 原 子 的 観 点 か ら 見 る と 、 得 ら れ た 混 合 物 は 明 ら か に 不 均 一 相 の 集 合 体 で あ る
。 ま た 、 原 料 固 体 の 金 属 組 成 比 お よ び 金 属 元 素 の ド ー プ 量 を い か に 精 密 に 制 御 し 、 原 料 粒
子 一 粒 ず つ の 金 属 の 組 成 比 を 目 的 値 に 近 づ け て も 、 各 焼 成 混 合 粒 子 内 で の 金 属 組 成 や 微 少
な ド ー プ 元 素 の 分 布 が 均 一 で あ る 蛍 光 体 粒 子 を 作 製 す る こ と は 原 理 的 に 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 と こ ろ で 、 均 一 な 出 発 物 質 を 得 る に は 、 原 料 か ら ま ず 均 一 系 の 状 態 を 経 て 合 成 す る こ と
が 必 要 で あ る 。 こ の 様 な 方 法 と し て 、 ゾ ル ー ゲ ル 法 や 共 沈 法 に 代 表 さ れ る 化 学 的 プ ロ セ ス
を 重 視 し た 液 相 法 が 知 ら れ て い る 。 し か し な が ら 、 こ れ ら 従 来 の 液 相 法 は 、 出 発 溶 液 が 均
一 で あ っ た と し て も 、 金 属 元 素 の 種 類 に よ り 加 水 分 解 速 度 や 溶 解 度 積 等 が 異 な る た め 、 そ
の 後 の 加 水 分 解 ・ 中 和 あ る い は 沈 殿 生 成 な ど の 過 程 で 得 ら れ る 粉 体 は 微 粒 子 で あ っ て も 系
が 不 均 一 化 す る と い う 本 質 的 な 傾 向 を 避 け て 通 る こ と は 困 難 で あ る 。 ま た 製 造 コ ス ト が 上
昇 し 、 作 業 が 煩 雑 に な る と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 そ の 他 に も 様 々 な 出 発 原 料 の 合 成 法 が 提 案 さ れ て い る が 、 い ず れ も 操 作 が 煩 雑 で
製 造 コ ス ト が 上 が る た め 汎 用 性 を 欠 く 。 特 許 文 献 ５ に 開 示 さ れ て い る 金 属 酸 化 物 粉 体 の 製
造 方 法 で は 、 得 ら れ る 粉 体 の 形 状 や 粒 径 等 を 所 望 に 応 じ て 制 御 を す る こ と は 殆 ど 不 可 能 で
あ り 、 実 用 に は 粉 砕 や 分 級 等 の 操 作 を 行 う こ と が 必 要 で あ る の が 現 状 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 分 子 レ ベ ル で 均 一 に 固 溶 し
て い る た め 、 粒 子 間 の 金 属 組 成 比 お よ び 発 光 特 性 の ば ら つ き が 非 常 に 小 さ く 、 且 つ 、 球 状
で 粒 子 形 の 揃 っ た 蛍 光 体 の 製 造 方 法 及 び 蛍 光 体 並 び に 該 蛍 光 体 を 使 用 し た 蛍 光 表 示 管 を 提
供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ 記 載 の 蛍 光 体 は 、 Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  で 表 さ れ る チ
タ ン 酸 塩 の 母 体 に Ｐ ｒ 及 び Ａ ｌ 又 は Ｇ ａ を 添 加 し た 蛍 光 体 で あ っ て 、
　 Ｐ ｒ の 添 加 量 が 、 Ｓ ｒ と Ｔ ｉ と Ａ ｌ 又 は Ｇ ａ の 総 ｍ ｏ ｌ 量 に 対 し て 、 ０ ． ０ ０ ０ ０ ７ ～
０ ． ０ ０ ５ ｍ ｏ ｌ 倍 量 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 請 求 項 ２ 記 載 の 蛍 光 体 は 、 Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  で 表 さ れ る チ タ ン 酸 塩 の 母 体 に Ｐ ｒ 及 び Ａ ｌ 又
は Ｇ ａ を 添 加 し た 蛍 光 体 で あ っ て 、
　 Ａ ｌ 又 は Ｇ ａ の 添 加 量 が 、 Ｓ ｒ と Ｔ ｉ の 総 ｍ ｏ ｌ 量 に 対 し て 、 ０ ． ０ ０ １ ～ ０ ． ３ ｍ ｏ
ｌ 倍 量 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 蛍 光 体 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 蛍 光 体 に お い て 、 Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ

3  で 表 さ れ る チ タ ン 酸 塩 の 母 体 に Ｐ ｒ 及 び Ａ ｌ 又 は Ｇ ａ を 添 加 し た 蛍 光 体 で あ っ て 、
　 Ｓ ｒ ， Ｔ ｉ ， Ｐ ｒ 及 び Ａ ｌ 又 は Ｇ ａ が 原 子 レ ベ ル で 均 一 に 混 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 蛍 光 体 の 製 造 方 法 は 、 金 属 酸 化 物 蛍 光 体 Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  ： Ｐ ｒ ， Ａ ｌ 又 は
Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  ： Ｐ ｒ ， Ｇ ａ を 作 製 す る に あ た り 、
　 Ｓ ｒ ， Ｔ ｉ ， Ｐ ｒ 及 び Ａ ｌ 又 は Ｇ ａ の 有 機 金 属 キ レ ー ト 錯 体 を 含 む 粉 末 を 製 造 す る 工 程
１ と 、
　 前 記 工 程 １ で 得 た 粉 末 を 仮 焼 成 し て 有 機 成 分 を 除 去 し 金 属 酸 化 物 粉 末 を 得 る 工 程 ２ と 、
　 前 記 工 程 ２ で 得 た 金 属 酸 化 物 粉 末 を 本 焼 成 す る 工 程 ３ と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 蛍 光 体 の 製 造 方 法 は 、 請 求 項 ４ 記 載 の 蛍 光 体 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記
工 程 １ に お い て 、 （ Ａ ） 金 属 も し く は そ の 化 合 物 と 、 有 機 キ レ ー ト 形 成 剤 お よ び ／ ま た は
（ Ｂ ） そ れ ら の 金 属 キ レ ー ト 錯 体 を 所 定 の 金 属 組 成 と な る よ う に 混 合 し て 澄 明 な 有 機 金 属
キ レ ー ト 錯 体 水 溶 液 を 調 製 し 、
　 該 水 溶 液 を 噴 霧 乾 燥 し て 有 機 金 属 キ レ ー ト 錯 体 粉 末 を 得 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 蛍 光 体 の 製 造 方 法 は 、 請 求 項 ５ 記 載 の 蛍 光 体 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記
有 機 キ レ ー ト 形 成 剤 が 、 ア ミ ノ カ ル ボ ン 酸 系 キ レ ー ト 剤 お よ び そ の 塩 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ５ 記 載 の 蛍 光 体 の 製 造 方 法 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ７ 記 載 の 蛍 光 体 の 製 造 方 法 は 、 請 求 項 ５ 記 載 の 蛍 光 体 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記
金 属 キ レ ー ト 錯 体 が ア ミ ノ カ ル ボ ン 酸 系 キ レ ー ト 剤 と 金 属 イ オ ン か ら 成 る 錯 体 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ８ 記 載 の 蛍 光 体 の 製 造 方 法 は 、 請 求 項 ５ 記 載 の 蛍 光 体 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記
有 機 キ レ ー ト 形 成 剤 が 、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン 四 酢 酸 又 は そ の 塩 お よ び ／ ま た は ジ エ チ レ ン ト
リ ア ミ ン 五 酢 酸 又 は そ の 塩 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ９ 記 載 の 蛍 光 体 の 製 造 方 法 は 、 請 求 項 ５ 記 載 の 蛍 光 体 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記
金 属 キ レ ー ト 錯 体 が エ チ レ ン ジ ア ミ ン 四 酢 酸 と 金 属 イ オ ン か ら 成 る 錯 体 お よ び ／ ま た は ジ
エ チ レ ン ト リ ア ミ ン 五 酢 酸 と 金 属 イ オ ン か ら 成 る 錯 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 １ ０ 記 載 の 蛍 光 体 の 製 造 方 法 は 、 請 求 項 ４ ～ ９ の い ず れ か に 記 載 の 蛍 光 体 の 製 造
方 法 に お い て 、 前 記 工 程 ２ に お い て 、 焼 成 雰 囲 気 が 酸 素 を 含 む 雰 囲 気 下 で あ り 、 且 つ 、 前
記 仮 焼 成 温 度 が ４ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ℃ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 １ １ 記 載 の 蛍 光 体 の 製 造 方 法 は 、 請 求 項 ４ ～ １ ０ の い ず れ か に 記 載 の 蛍 光 体 の 製
造 方 法 に お い て 、 前 記 工 程 ３ に お い て 、 前 記 本 焼 成 温 度 が 請 求 項 １ ０ 記 載 の 仮 焼 成 温 度 以
上 で 本 焼 成 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 １ ２ 記 載 の 蛍 光 体 の 製 造 方 法 は 、 請 求 項 ４ ～ １ １ の い ず れ か に 記 載 の 蛍 光 体 の 製
造 方 法 に お い て 、 前 記 本 焼 成 を 行 う 雰 囲 気 が 、 酸 素 を 含 む 雰 囲 気 下 で あ る こ と を 特 徴 と す
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る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 １ ３ 記 載 の 蛍 光 体 の 製 造 方 法 は 、 （ Ａ ） Ｓ ｒ ， Ｔ ｉ ， Ｐ ｒ 及 び Ａ ｌ 又 は Ｇ ａ の 金
属 も し く は そ の 化 合 物 と 、 有 機 キ レ ー ト 形 成 剤 お よ び ／ ま た は （ Ｂ ） Ｓ ｒ ， Ｔ ｉ ， Ｐ ｒ 及
び Ａ ｌ 又 は Ｇ ａ の 金 属 キ レ ー ト 錯 体 を 所 定 の 金 属 組 成 と な る よ う に 混 合 し て 澄 明 な 有 機 金
属 キ レ ー ト 錯 体 水 溶 液 を 調 製 し 、 該 水 溶 液 を 噴 霧 乾 燥 し て 有 機 金 属 キ レ ー ト 錯 体 を 含 む 粉
末 を 製 造 す る 工 程 １ と 、
　 前 記 工 程 １ で 得 た 該 粉 末 を 、 焼 成 雰 囲 気 が 酸 素 を 含 む 雰 囲 気 下 で あ り 、 且 つ 、 仮 焼 成 温
度 が ４ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ℃ で 、 仮 焼 成 し て 有 機 成 分 を 除 去 す る 工 程 ２ と 、
　 前 記 工 程 ２ で 得 た 金 属 酸 化 物 粉 末 を 、 酸 素 を 含 む 雰 囲 気 下 に お い て 、 前 記 仮 焼 成 温 度 以
上 で 本 焼 成 す る 工 程 ３ と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 請 求 項 １ ４ 記 載 の 蛍 光 表 示 管 は 、 真 空 気 密 容 器 を 形 成 す る 陽 極 基 板 上 に 請 求 項 １ 又 は ２
記 載 の 蛍 光 体 を 形 成 し 、 該 蛍 光 体 に 電 子 線 を 射 突 さ せ て 発 光 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 有 機 金 属 キ レ ー ト 錯 体 粉 末 は 略 球 形 で 粒 度 が 揃
っ て い る た め 、 こ れ を 焼 成 す る と 、 焼 成 前 の 形 状 を 保 っ た 状 態 の 金 属 酸 化 物 蛍 光 体 の 粉 体
を 得 る こ と が で き る 。 従 っ て 、 噴 霧 乾 燥 時 の 粉 体 化 条 件 を コ ン ト ロ ー ル し て ア モ ル フ ァ ス
粉 体 を 調 整 す る こ と に よ り 、 得 ら れ る 金 属 酸 化 物 粉 体 の 粒 径 お よ び 粒 度 分 布 を 任 意 に 調 整
す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 製 造 コ ス ト の 上 昇 や 作 業 が 煩 雑 す る こ と な く 、 用 途 に 応
じ て 最 適 な 形 状 の 蛍 光 体 を 容 易 に 作 製 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 上 述 し た 蛍 光 体 は 、 原 子 レ ベ ル で 各 粒 子 間 の 金 属 組 成 比 及 び ド ー プ 元 素 の 状 態 が
均 質 で あ る 。 こ の た め 、 発 光 特 性 の ば ら つ き が 非 常 に 小 さ く 、 且 つ 、 球 状 で 粒 子 径 の 揃 っ
た 蛍 光 体 を 作 製 す る こ と で 、 発 光 特 性 が 常 に 最 適 効 率 で 得 ら れ る 。 そ し て 、 こ の 蛍 光 体 を
用 い る こ と で 、 よ り 高 性 能 な 蛍 光 表 示 管 を 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 下 、 分 子 レ ベ ル で 均 一 に 混 合 さ れ た Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  で 表 さ れ る チ タ ン 酸 塩 の 母 体 に Ｐ ｒ
及 び Ａ ｌ 又 は Ｇ ａ を 添 加 し た 蛍 光 体 の 製 造 方 法 と 、 こ の 製 造 方 法 に よ り 製 造 さ れ た 蛍 光 体
並 び に 該 蛍 光 体 を 使 用 し た 表 示 素 子 と し て の 蛍 光 表 示 管 に 係 る 本 願 発 明 に つ い て 説 明 す る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 は 、 組 成 式 Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  ： Ｐ ｒ ， Ａ ｌ を 一 例 と し て 、 金 属 酸 化 物 蛍
光 体 を 製 造 す る 際 に 、 原 料 と し て 、 分 子 レ ベ ル で 均 一 に 混 合 さ れ た 有 機 金 属 キ レ ー ト 錯 体
粉 末 を 使 用 す る こ と に 特 徴 を 有 す る も の で あ る 。 こ こ で 、 組 成 式 Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  ： Ｐ ｒ ， Ａ
ｌ 蛍 光 体 を 構 成 す る た め に 使 用 さ れ る 、 分 子 レ ベ ル で 均 一 に 混 合 さ れ た 有 機 金 属 キ レ ー ト
錯 体 は 、 金 属 原 料 と 有 機 キ レ ー ト 形 成 剤 を 所 定 の 金 属 組 成 と な る よ う に 混 合 し て 澄 明 な 有
機 金 属 キ レ ー ト 錯 体 水 溶 液 を 調 製 し た 後 、 調 整 し た 水 溶 液 を 噴 霧 乾 燥 す る こ と に よ っ て 得
る こ と が で き る 。
　 ま た 、 上 記 有 機 キ レ ー ト 形 成 剤 と し て は 、 ２ ０ ０ ℃ 以 下 の 温 度 で 熱 分 解 し な い ア ミ ノ カ
ル ボ ン 酸 系 キ レ ー ト 剤 が 特 に 好 ま し く 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
  本 発 明 に 係 る 有 機 金 属 キ レ ー ト 錯 体 の 製 造 方 法 に お い て は 、 始 め に 所 定 の 金 属 組 成 と な
る 様 に 金 属 原 料 を 精 秤 し 、 こ れ を 有 機 キ レ ー ト 形 成 剤 と 反 応 さ せ て 澄 明 な 有 機 金 属 キ レ ー
ト 錯 体 水 溶 液 を 調 製 す る 。 こ の 反 応 は 、 水 性 媒 体 中 で 、 温 度 ２ ０ ℃ ～ 沸 点 、 好 ま し く は ５
０ ～ ７ ０ ℃ の 範 囲 で 行 わ れ る 。 水 溶 液 濃 度 は 、 固 形 分 で ５ ～ ３ ０ 重 量 部 、 好 ま し く は １ ０
～ ２ ０ 重 量 部 に 調 整 す る 。 ま た 有 機 キ レ ー ト 形 成 剤 の 使 用 量 は 、 全 金 属 イ オ ン に 対 し て 過
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剰 で あ れ ば 任 意 で よ い が 、 １ ． ０ ～ １ ． ５ モ ル 倍 が 好 ま し い 。 金 属 キ レ ー ト 錯 体 ま た は 有
機 キ レ ー ト 形 成 剤 が 完 全 に 溶 解 し な い 場 合 に は 、 ア ン モ ニ ア や ア ミ ン 等 を 加 え て 完 全 溶 解
さ せ る 。 な お 、 そ れ ぞ れ の 有 機 金 属 キ レ ー ト 錯 体 を 予 め 調 製 し て お き 、 こ れ ら を 所 定 の 金
属 比 と な る よ う に 精 秤 し て 混 合 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 と こ ろ で 、 機 能 性 金 属 酸 化 物 を 製 造 す る 場 合 に 一 番 問 題 と な る の は 不 純 物 元 素 の 混 入 で
あ る 。 殊 に 、 有 機 金 属 キ レ ー ト 錯 体 の 中 で も ナ ト リ ウ ム 塩 や カ リ ウ ム 塩 な ど は 熱 分 解 工 程
後 も 蛍 光 体 内 に 残 留 し 、 蛍 光 体 の 組 成 を 狂 わ せ る 要 因 に な る た め 、 金 属 酸 化 物 蛍 光 体 の 組
成 に 含 ま れ る 場 合 を 除 い て 使 用 す る こ と は で き な い 。 ま た 塩 素 ， 硫 黄 ま た は リ ン 等 の 含 有
す る 無 機 酸 、 無 機 酸 塩 （ 塩 酸 、 硫 酸 、 リ ン 酸 、 ま た は こ れ ら の 塩 等 ） お よ び 有 機 物 （ チ オ
ー ル 化 合 物 等 ） は 、 金 属 酸 化 物 蛍 光 体 の 組 成 に 塩 素 や リ ン 、 硫 黄 、 ホ ウ 素 、 ケ イ 素 等 の 非
金 属 元 素 を 含 む 場 合 を 含 む 場 合 を 除 い て 使 用 で き な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 し か し 、 こ れ ら の も の 以 外 で あ れ ば （ 塩 素 、 硫 黄 ま た は リ ン 等 を 含 有 し な い 有 機 物 、 硝
酸 、 硝 酸 塩 、 ア ン モ ニ ア 等 ） 、 熱 分 解 乃 至 焼 成 工 程 で す べ て 分 解 さ れ る の で 、 必 要 に よ り
適 量 を 加 え て も よ い が 、 大 量 に 加 え る と 、 加 え た 有 機 物 中 の 不 純 物 に よ り 汚 染 さ れ る こ と
も あ る の で 、 必 要 最 小 限 に 止 め る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 の 様 に し て 調 製 さ れ た 有 機 金 属 キ レ ー ト 錯 体 水 溶 液 は 、 次 い で 噴 霧 乾 燥 に よ っ て 粉
体 化 さ れ る 。 噴 霧 乾 燥 に お け る 運 転 条 件 は 、 溶 液 の 濃 度 や 溶 液 処 理 速 度 、 噴 霧 空 気 量 、 熱
風 空 気 量 等 に よ っ て 適 宜 に 設 定 す れ ば よ い が 、 乾 燥 温 度 は 通 常 、 有 機 物 が 分 解 し な い 範 囲
を 上 限 と し 、 ま た 十 分 に 乾 燥 さ れ る 範 囲 を 下 限 と す る 。 こ う し た 観 点 か ら 、 乾 燥 温 度 １ ０
０ ～ ２ ０ ０ ℃ 程 度 と す る こ と が 好 ま し く 、 さ ら に 好 ま し く は １ ４ ０ ～ １ ８ ０ ℃ の 範 囲 で 行
う の が 良 い 。 ま た こ う し た 乾 燥 温 度 を 考 慮 す れ ば 、 本 発 明 で 用 い る 上 記 ア ミ ノ カ ル ボ ン 酸
系 キ レ ー ト 剤 は 、 少 な く と も ２ ０ ０ ℃ 以 下 の 温 度 で 熱 分 解 し な い こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 噴 霧 乾 燥 に よ り 得 ら れ た ア モ ル フ ァ ス 粉 末 は 、 そ の ま ま 焼 成 す る こ と に よ り 単 相 の Ｓ ｒ
Ｔ ｉ Ｏ 3  ： Ｐ ｒ ， Ａ ｌ 金 属 酸 化 物 粉 末 と な る 。 こ の 粉 末 は 高 反 応 性 で あ る た め 、 焼 成 温 度
は 金 属 酸 化 物 蛍 光 体 の 種 類 に も よ る が 、 例 え ば ５ ０ ０ ～ ８ ０ ０ ℃ 程 度 の 比 較 的 低 い 温 度 で
焼 成 す る こ と に よ り 単 相 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 さ ら に １ ０ ０ ０ ～ １ ４ ０ ０ ℃ 、 よ り 好 ま し く は １ ２ ０ ０ ～ １ ３ ０ ０ ℃ で 本 焼 成 す る こ と
に よ り 高 結 晶 性 の 結 晶 中 に Ｐ ｒ ， Ａ ｌ が 添 加 さ れ た Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  ： Ｐ ｒ ， Ａ ｌ 蛍 光 体 が 得
ら れ る 。 ま た 本 焼 成 の 後 に 必 要 に 応 じ て 再 度 熱 処 理 等 を 施 し て も よ い 。
　 な お 、 焼 成 お よ び 熱 処 理 の 雰 囲 気 は 必 ず し も 空 気 中 で あ る 必 要 は な く 、 必 要 に 応 じ て 酸
素 雰 囲 気 や 中 性 雰 囲 気 、 還 元 雰 囲 気 中 で 行 っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の よ う に し て 得 ら れ た 単 相 の 金 属 酸 化 物 蛍 光 体 は 、 粒 径 が 揃 っ た 略 球 形 で 方 向 性 を 有
し て い な い 。 ま た 、 球 状 粒 子 同 士 の 分 散 状 態 も 良 好 で あ り 、 且 つ 、 そ れ ぞ れ が ひ び 割 れ た
殻 状 の 独 特 な 形 状 に よ り 粒 子 の 表 面 積 が 大 き い 。 従 っ て 、 例 え ば ボ ー ル ミ ル 等 の よ う な 機
械 的 粉 砕 法 （ ブ レ ー ク ダ ウ ン 法 ) に よ り 粉 砕 し 粉 体 特 性 を 調 整 す る 必 要 が な い 。 よ っ て 蛍
光 体 原 料 と し て も っ と も 好 ま し い 粒 径 が そ ろ っ た 球 状 粒 子 と し て 得 る こ と が 可 能 で あ る 。
　 た だ し 、 形 成 方 法 に よ っ て は 、 機 械 的 粉 砕 と 特 定 雰 囲 気 で の 熱 処 理 を 加 え 、 さ ら に 微 細
な 結 晶 粒 子 と し て 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 の 様 に 本 発 明 は 、 金 属 酸 化 物 蛍 光 体 合 成 用 の 出 発 物 質 と し て 分 子 レ ベ ル で 均 一 に 混
合 さ れ た 有 機 キ レ ー ト 金 属 錯 体 を 含 む 粉 末 を 焼 成 す る こ と に よ り 、 球 状 で 粒 径 制 御 さ れ た
金 属 酸 化 物 蛍 光 体 を 比 較 的 低 い 焼 結 温 度 で 容 易 に 得 る こ と が で き る 。 し か も 、 こ れ ら の 酸
化 物 は 分 子 レ ベ ル で 均 一 に 混 合 さ れ た 上 記 有 機 キ レ ー ト 金 属 錯 体 の 使 用 に 由 来 し て 極 め て
高 度 な 組 成 制 御 が 可 能 と な る 。 ま た 、 こ れ に よ っ て 得 ら れ る 金 属 酸 化 物 蛍 光 体 は 輝 度 特 性
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の 優 れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 本 発 明 で 用 い る 有 機 キ レ ー ト 形 成 剤 と し て は 、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン 四 酢 酸 、 １ ， ２
ー シ ク ロ ヘ キ サ ン ジ ア ミ ン 四 酢 酸 、 ジ ヒ ド ロ キ シ エ チ ル グ リ シ ン 、 ジ ア ミ ノ プ ロ パ ノ ー ル
四 酢 酸 、 ジ エ チ レ ン ト リ ア ミ ン 五 酢 酸 、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン 二 酢 酸 、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン 二 プ
ロ ピ オ ン 酸 、 ヒ ド ロ キ シ エ チ レ ン ジ ア ミ ン 三 酢 酸 、 グ リ コ ー ル エ ー テ ル ジ ア ミ ン 四 酢 酸 、
ヘ キ サ メ チ レ ン ジ ア ミ ン 四 酢 酸 、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン ジ （ ｏ ー ヒ ド ロ キ シ フ ェ ニ ル ） 酢 酸 、
ヒ ド ロ キ シ エ チ ル イ ミ ノ 二 酢 酸 、 イ ミ ノ 二 酢 酸 、 １ ， ３ ー ジ ア ミ ノ プ ロ パ ン 四 酢 酸 、 １ ，
２ ー ジ ア ミ ノ プ ロ パ ン 四 酢 酸 、 ニ ト リ ロ 三 酢 酸 、 ニ ト リ ロ 三 プ ロ ピ オ ン 酸 、 ト リ エ チ レ ン
テ ト ラ ミ ン 六 酢 酸 、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン 二 琥 珀 酸 、 １ ， ３ ー ジ ア ミ ノ プ ロ パ ン 二 琥 珀 酸 、 グ
ル タ ミ ン 酸 ー Ｎ ， Ｎ ー 二 酢 酸 、 ア ス パ ラ ギ ン 酸 ー Ｎ ， Ｎ ー 二 酢 酸 、 等 の 如 き 水 溶 性 の ア ミ
ノ カ ル ボ ン 酸 系 キ レ ー ト 剤 を 挙 げ る こ と が で き 、 こ れ ら の モ ノ マ ー 、 オ リ ゴ マ ー 或 は ポ リ
マ ー の い ず れ で も 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 た だ し 、 遊 離 酸 タ イ プ や ア ン モ ニ ウ ム 塩 ま た は ア ミ ン 塩 を 使 用 し 、 各 金 属 と の キ レ ー ト
生 成 定 数 や 、 キ レ ー ト 錯 体 の 安 定 性 、 さ ら に は キ レ ー ト 錯 体 の 水 ま た は ア ル カ リ 水 溶 液 中
へ の 溶 解 性 等 を 考 慮 し て 、 使 用 す る 原 料 金 属 毎 に 適 切 な も の を 選 択 す る こ と が 望 ま し い 。
　 　
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 一 方 、 本 発 明 で 使 用 す る 金 属 原 料 と し て は 、 炭 酸 塩 、 硝 酸 塩 、 水 酸 化 物 、 酸 化 物 等 、 様
々 な 形 態 の も の を 使 用 で き る が 、 特 に 好 ま し い の は 、 反 応 性 や 反 応 後 に 余 分 な イ オ ン 等 が
残 ら な い 炭 酸 塩 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 金 属 酸 化 物 蛍 光 体 の 組 成 に 塩 素 や リ ン 、 硫 黄 、 ホ ウ 素 、 ケ イ 素 等 の 非 金 属 元 素 を
含 む 場 合 、 塩 化 物 、 硫 酸 塩 、 リ ン 酸 塩 、 ホ ウ 酸 塩 、 ケ イ 酸 塩 等 の 併 用 も 可 能 で あ る 。 な お
、 チ タ ン 等 の よ う な 金 属 酸 化 物 が 非 常 に 安 定 で あ り 、 且 つ 、 上 述 の よ う な 金 属 原 料 が な い
場 合 は 、 塩 化 物 ま た は 硫 酸 塩 等 の 水 溶 性 塩 を 用 い て ま ず 有 機 キ レ ー ト 錯 体 溶 液 を 合 成 し 、
晶 析 に よ っ て 高 純 度 の 有 機 金 属 キ レ ー ト 錯 体 結 晶 を 予 め 作 製 し て お き 、 こ れ を 供 す る こ と
が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 チ タ ン （ III ） の よ う に 水 溶 液 中 で 金 属 キ レ ー ト 錯 体 を 形 成 し て い て も 、 金 属 イ
オ ン の 空 気 と の 接 触 ま た は そ の 他 の 酸 化 還 元 作 用 に よ り 酸 化 を 受 け て 水 溶 液 中 で 不 安 定 な
相 に な る こ と が あ る 。 こ の よ う な 現 象 を 未 然 に 防 止 す る た め 、 処 理 系 に 還 元 剤 や 酸 化 防 止
剤 を 加 え て 金 属 の 酸 化 防 止 を 図 る と と も に 金 属 イ オ ン を 安 定 化 し た 後 、 他 の 金 属 イ オ ン が
錯 塩 を 形 成 す る よ う に 各 原 料 金 属 と キ レ ー ト 形 成 材 と の 量 を 当 量 に 合 わ せ て か ら 完 全 に 澄
明 な 水 溶 液 と し 、 有 機 金 属 キ レ ー ト 錯 体 水 溶 液 を 作 製 す る こ と が 望 ま し い 。
　 こ う し た 手 段 を 採 用 す る と き に 用 い る 還 元 剤 （ ま た は 酸 化 防 止 剤 ） と し て は 、 例 え ば ア
ス コ ル ビ ン 酸 、 イ ソ ア ス コ ル ビ ン 酸 、 シ ュ ウ 酸 、 ヒ ド ラ ジ ン 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 上 記 キ レ ー ト 錯 体 に お い て 、 特 に 多 元 素 系 キ レ ー ト 錯 体 水 溶 液 を 調 製 す る 場 合 は 、 全 て
の 原 料 金 属 が 完 全 に 錯 塩 を 形 成 す る よ う に 各 金 属 に 対 し 当 量 以 上 の キ レ ー ト 剤 を 混 合 す る
こ と に よ り 澄 明 な 水 溶 液 と す る 。 こ の と き 、 水 溶 液 中 で 不 安 定 で あ る 金 属 キ レ ー ト 錯 体 の
金 属 イ オ ン が 空 気 酸 化 な ど を 受 け て 金 属 酸 化 物 に 変 化 す る 。 ま た 、 高 価 数 の 金 属 イ オ ン に
変 化 し や す い 金 属 を 使 用 す る 場 合 は 、 金 属 キ レ ー ト 錯 体 の 水 溶 液 中 で の 安 定 性 を さ ら に 向
上 さ せ る た め 、 上 記 有 機 金 属 キ レ ー ト 錯 体 水 溶 液 に 還 元 剤 と 酸 化 防 止 剤 の う ち の 少 な く と
も 一 方 を 添 加 し て 金 属 イ オ ン の 酸 化 を 防 止 す る こ と が 望 ま し い 。 本 願 発 明 の 場 合 の よ う に
、 原 料 金 属 と し て チ タ ン を 含 む 場 合 に は 、 還 元 剤 を 加 え る こ と に よ っ て チ タ ン （ III ） の
安 定 化 を 図 る こ と が 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の 有 機 金 属 キ レ ー ト 錯 体 の 形 状 は 、 ア モ ル フ ァ ス 状 で あ っ て 分 子 レ ベ ル で 均 一 な 組 成
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を 有 し て お り 、 外 観 は 粒 子 径 の 揃 っ た 略 球 形 で あ る 。 こ の よ う な ア モ ル フ ァ ス な キ レ ー ト
錯 体 を 含 む 粉 末 は 、 前 述 し た 従 来 の 酸 化 物 の 製 造 方 法 を 採 用 す る 場 合 に 比 べ て 相 対 的 に 低
い 温 度 （ 従 来 法 よ り も 例 え ば １ ０ ０ ～ ２ ５ ０ ℃ 程 度 低 い 温 度 ） で 焼 成 す る こ と で 、 金 属 酸
化 物 に 変 え る こ と が で き る 。 し か も 、 得 ら れ る 粉 体 は 分 子 レ ベ ル で 均 一 に 混 合 さ れ た 有 機
キ レ ー ト 金 属 錯 体 の 使 用 に 由 来 し て 、 球 状 で 粒 径 の 揃 っ た 極 め て 高 度 な 精 密 組 成 制 御 が 可
能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 で 原 料 と し て 使 用 す る 有 機 金 属 キ レ ー ト 錯 体 を 、 均 一 相 で あ る 液 相 か ら 噴 霧 乾 燥
法 に よ っ て 瞬 時 に 乾 燥 す る こ と に よ り 、 均 一 相 を 保 っ た ま ま で 固 相 と な る 。 こ れ に よ り 、
多 元 素 系 有 機 金 属 キ レ ー ト 錯 体 で あ っ て も 各 錯 体 が 分 子 レ ベ ル で 均 一 に 混 合 し た も の と な
り 、 結 晶 の 形 態 を と ら な い ま ま 各 分 子 が 凝 集 し た 非 晶 質 の も の と な る 。 こ れ は 、 ミ ク ロ 的
に 構 造 内 に 残 存 し て い る 規 則 性 に 差 異 が み ら れ る の が 一 般 的 で あ る が 、 前 述 し た 様 な 従 来
技 術 に 比 較 す る と そ の 規 則 性 は 極 め て 小 さ く 、 結 晶 質 の 錯 体 と は 明 確 に 差 別 化 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 ア モ ル フ ァ ス 粉 体 か ら 作 製 し た 金 属 酸 化 物 蛍 光 体 Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  ： Ｐ ｒ ， Ａ ｌ は 、
上 記 の 様 に 略 球 形 で 方 向 性 を 有 し て い な い の で 、 例 え ば ブ ラ ウ ン 管 （ Ｃ Ｒ Ｔ ） や プ ラ ズ マ
デ ィ ス プ レ イ （ Ｐ Ｄ Ｐ ) 、 電 界 放 射 型 デ ィ ス プ レ イ （ Ｆ Ｅ Ｄ ） 、 蛍 光 表 示 管 、 電 場 発 光 素
子 （ Ｅ Ｌ ） 、 蛍 光 ラ ン プ 等 に 用 い ら れ る 金 属 酸 化 物 蛍 光 体 の 製 造 に 極 め て 有 効 で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る ア モ ル フ ァ ス な 有 機 金 属 キ レ ー ト 錯 体 を 実 施 例 に よ っ て さ ら に 具 体
的 に 説 明 す る 。 下 記 実 施 例 は 本 発 明 を 限 定 す る 性 質 の も の で は な く 、 前 ・ 後 記 の 趣 旨 に 徴
し て 設 計 変 更 す る こ と は い ず れ も 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 含 ま れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
（ 工 程 １ ）
　 １ Ｌ ビ ー カ ー に エ チ レ ン ジ ア ミ ン 四 酢 酸 ２ １ ７ ｇ と 水 を 加 え て 総 量 ５ ０ ０ ｇ と し た 後 、
ア ン モ ニ ア 水 １ ０ ０ ｇ を 加 え て 溶 解 さ せ た 。 こ れ を 攪 拌 し な が ら 炭 酸 ス ト ロ ン チ ウ ム １ １
０ ｇ を ゆ っ く り と 投 入 し た 。 そ の 後 １ ０ ０ ℃ で ２ 時 間 攪 拌 を 続 け る と 完 全 溶 解 し 、 水 を 加
え て 濃 度 調 整 す る こ と に よ り 無 色 澄 明 な Ｓ ｒ ー Ｅ Ｄ Ｔ Ａ 錯 体 水 溶 液 を 得 た 。
　 ま た １ Ｌ ビ ー カ ー に エ チ レ ン ジ ア ミ ン 四 酢 酸 ６ ． ９ ｇ と 水 を 加 え て 総 量 ５ ０ ０ ｇ と し た
後 、 ア ン モ ニ ア 水 ７ ｇ を 加 え て 溶 解 さ せ た 。 こ れ を 攪 拌 し な が ら 硝 酸 プ ラ セ オ ジ ム 六 水 和
物 １ ０ ｇ を 加 え て ６ ０ ℃ で ３ ０ 分 加 熱 す る と 完 全 溶 解 し 、 緑 色 澄 明 な Ｐ ｒ ー Ｅ Ｄ Ｔ Ａ 錯 体
水 溶 液 を 得 た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 １ Ｌ ビ ー カ ー に Ｓ ｒ ー Ｅ Ｄ Ｔ Ａ 錯 体 水 溶 液 １ ４ ３ ｇ 、 Ｐ ｒ ー Ｅ Ｄ Ｔ Ａ 錯 体 水 溶 液 ５ ． ８
５ g 、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン 四 酢 酸 ア ル ミ ニ ウ ム ア ン モ ニ ウ ム ５ ． ４ ２ ｇ 、 ア ス コ ル ビ ン 酸 １
７ ． ６ １ g お よ び エ チ レ ン ジ ア ミ ン 四 酢 酸 チ タ ン （ III ） ア ン モ ニ ウ ム ３ ６ ． ８ ｇ の 順 に
加 え た 後 、 水 を 加 え て 総 量 １ ０ ０ ０ g と し た 。 そ の 後 、 ３ ０ 分 攪 拌 す る こ と に よ り 完 全 溶
解 し 、 紫 色 澄 明 な 金 属 組 成 が Ｓ ｒ ／ Ｔ ｉ = ０ ． ９ ８ 、 Ａ ｌ ／ （ Ｓ ｒ ＋ Ｔ ｉ ） = ０ ． ０ ７ ５
、 Ｐ ｒ ／ （ Ｓ ｒ ＋ Ｔ ｉ ＋ Ａ ｌ ） = ０ ． ０ ０ ０ ６ で あ る Ｓ ｒ ， Ｔ ｉ ， Ｐ ｒ ， Ａ ｌ ー Ｅ Ｄ Ｔ Ａ
錯 体 水 溶 液 を 得 た 。 こ の 溶 液 を 噴 霧 乾 燥 法 に よ り 乾 燥 温 度 １ ６ ０ ℃ で 粉 末 化 す る と 、 有 機
金 属 キ レ ー ト 錯 体 粉 末 ７ ６ ｇ が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の 有 機 金 属 キ レ ー ト 錯 体 粉 末 の Ｘ 線 回 折 チ ャ ー ト を 確 認 し た と こ ろ 、 入 射 Ｘ 線 の 散 乱
に よ る ハ ロ ー 図 形 を 示 し 、 結 晶 構 造 的 に も ア モ ル フ ァ ス （ 非 晶 質 ） の も の で あ っ た 。 ま た
、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 粉 末 の Ｓ Ｅ Ｍ 写 真 を 確 認 し た と こ ろ 粒 径 の 揃 っ た 略 球 形 を 呈
し て い た 。
　 こ の 錯 体 粉 末 を 大 気 開 放 型 電 気 炉 に よ り ８ ０ ０ ℃ で ３ 時 間 仮 焼 成 し て 有 機 成 分 を 除 去 し
た 後 （ 工 程 ２ ） 、 １ ２ ５ ０ ℃ で ３ 時 間 本 焼 成 す る （ 工 程 ３ ） こ と に よ り 図 ３ （ ｂ ） に 示 す

10

20

30

40

50

(9) JP 2005-239821 A 2005.9.8



よ う な Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ ： Ｐ ｒ ， Ａ ｌ の 蛍 光 体 粉 末 を 得 た 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 １ は 、 上 述 し た 実 施 例 を 基 に し て 、 錯 体 粉 末 を 大 気 開 放 型 電 気 炉 に よ り ８ ０ ０ ℃ で ３
ｈ 仮 焼 成 後 、 １ ２ ５ ０ ℃ で ３ 時 間 本 焼 成 す る こ と に よ り Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  ： Ｐ ｒ ， Ａ ｌ の 粉 末
に ３ ６ ５ ｎ ｍ ブ ラ ッ ク ラ イ ト を 照 射 し た フ ォ ト ル ミ ネ ッ セ ン ス の 写 真 で あ る 。 そ し て 、 図
２ は 、 本 願 発 明 と の 比 較 の 為 に 従 来 の 固 相 法 で 製 造 し た Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  ： Ｐ ｒ ， Ａ ｌ の 粉 末
に ３ ６ ５ ｎ ｍ ブ ラ ッ ク ラ イ ト を 照 射 し た フ ォ ト ル ミ ネ ッ セ ン ス の 写 真 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 １ に 示 す 本 願 発 明 の 蛍 光 体 は 、 図 ２ に 示 す 従 来 の 蛍 光 体 に 見 ら れ る よ う な 斑 点 模 様 が
無 く 、 均 一 に 発 光 し て い る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 次 に 、 得 ら れ た Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  ： Ｐ ｒ ， Ａ ｌ 蛍 光 体 を 蛍 光 表 示 管 に 使 用 し た 場 合 を 以 下 に
示 す 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま ず 、 蛍 光 体 に バ イ ン ダ ー お よ び 溶 剤 を 混 合 し て 蛍 光 体 ペ ー ス ト を 作 製 す る 。 こ の 蛍 光
体 ペ ー ス ト を 電 極 形 成 さ れ た ア ノ ー ド ガ ラ ス 基 板 に 、 ス ク リ ー ン 印 刷 法 に よ り 塗 布 し て 所
定 の 蛍 光 体 パ タ ン を 形 成 す る 。 塗 布 し た 蛍 光 体 中 の バ イ ン ダ ー を 焼 成 し た 後 、 ア ノ ー ド ガ
ラ ス 基 板 を 一 部 と す る 真 空 容 器 中 に 電 子 放 出 源 を 有 す る 蛍 光 表 示 管 を 作 製 し た 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 表 １ に 、 Ａ ｌ ／ （ Ｓ ｒ ＋ Ｔ ｉ ） 、 Ｐ ｒ ／ （ Ｓ ｒ ＋ Ｔ ｉ ＋ Ａ ｌ ） の 最 適 値 を 求 め る 為 の 原
材 料 Ｓ ｒ ー Ｅ Ｄ Ｔ Ａ 錯 体 水 溶 液 、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン 四 酢 酸 ア ル ミ ニ ウ ム ア ン モ ニ ウ ム 、 エ
チ レ ン ジ ア ミ ン 四 酢 酸 チ タ ン （ III ） ア ン モ ニ ウ ム 、 Ｐ ｒ ー Ｅ Ｄ Ｔ Ａ 錯 体 水 溶 液 を 水 を 加
え て 総 量 １ ０ ０ ０ ｇ と し た 後 ３ ０ 分 攪 拌 す る こ と に よ り 完 全 溶 解 し た Ｓ ｒ ， Ｔ ｉ ， Ｐ ｒ ，
Ａ ｌ ー Ｅ Ｄ Ｔ Ａ 錯 体 水 溶 液 を 噴 霧 乾 燥 法 後 、 焼 成 し て 得 ら れ た 蛍 光 体 を 蛍 光 表 示 管 に 使 用
し た と き の 相 対 輝 度 を 示 す 。 　
【 ０ ０ ５ ６ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ４ の グ ラ フ が 示 す よ う に 、 本 願 発 明 の Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  で 表 さ れ る チ タ ン 酸 塩 の 母 体 に Ｐ
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ｒ 及 び Ａ ｌ を 添 加 し た 蛍 光 体 で あ っ て 、 Ｐ ｒ の 添 加 量 を Ｓ ｒ と Ｔ ｉ と Ａ ｌ の 総 ｍ ｏ ｌ 量 に
対 し て 、 ０ ． ０ ０ ０ ０ ７ ～ ０ ． ０ ０ ２ ５ ｍ ｏ ｌ の 範 囲 で は 従 来 の 製 造 方 法 に よ る 蛍 光 体 の
輝 度 以 上 の 輝 度 が 得 ら れ た 。 特 に ０ ． ０ ０ ０ ５ ｍ ｏ ｌ の と き に は 従 来 に 対 し て １ ２ ５ ％ の
相 対 輝 度 が 得 ら れ 、 ０ ． ０ ０ ２ ５ ～ ０ ． ０ ０ ５ ｍ ｏ ｌ で は Ｐ ｒ の 添 加 量 が 従 来 の 製 造 方 法
の 蛍 光 体 よ り も 相 対 輝 度 は 低 い が 実 用 上 問 題 の 無 い 蛍 光 体 が 得 ら れ た こ と が 解 か る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 図 ５ の グ ラ フ が 示 す よ う に 、 本 願 発 明 の Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  で 表 さ れ る チ タ ン 酸 塩 の 母
体 に Ｐ ｒ 及 び Ａ ｌ を 添 加 し た 蛍 光 体 で あ っ て 、 Ａ ｌ の 添 加 量 が Ｓ ｒ と Ｔ ｉ の 総 量 に 対 し て
、 ０ ． ０ ０ １ ～ ０ ． １ ５ ｍ ｏ ｌ の 範 囲 で は 従 来 の 製 造 方 法 に よ る 蛍 光 体 の 輝 度 以 上 の 輝 度
が 得 ら れ た 。 特 に ０ ． ０ ７ ｍ ｏ ｌ の と き に は 従 来 に 対 し て １ ２ ０ ％ の 相 対 輝 度 が 得 ら れ 、
０ ． １ ５ ～ ０ ． ３ ｍ ｏ ｌ で は Ｐ ｒ の 添 加 量 が 従 来 の 製 造 方 法 の 蛍 光 体 よ り も 相 対 輝 度 は 低
い が 実 用 上 問 題 の 無 い 蛍 光 体 が 得 ら れ た こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 そ し て 、 図 ６ の グ ラ フ か ら は 、 本 願 発 明 の Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  で 表 さ れ る チ タ ン 酸 塩 の 母 体 に
Ｐ ｒ 及 び Ａ ｌ を 添 加 し た 蛍 光 体 を 使 用 し た 蛍 光 表 示 管 の 発 光 開 始 電 圧 が 約 ５ ［ Ｖ ］ で 、 従
来 の 蛍 光 体 を 使 用 し た 蛍 光 表 示 管 の 発 光 開 始 電 圧 約 １ １ ［ Ｖ ］ よ り も 約 ６ ［ Ｖ ］ 低 減 で き
、 且 つ 、 約 ４ ０ ％ 以 上 高 輝 度 が 得 ら れ る こ と が 解 か る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 実 施 例 １ で 作 製 し た 蛍 光 体 は 、 Ｐ ｒ 及 び Ａ ｌ を 添 加 し て い る が 、 実 施 例 ２ で は Ａ ｌ を Ｇ
ａ に 代 え て 同 様 の 方 法 で 蛍 光 体 を 作 製 し た 。 そ し て 、 作 製 し た 蛍 光 体 を 蛍 光 表 示 管 に 使 用
し た と き の 相 対 輝 度 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ６ １ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 表 ２ か ら 、 本 願 発 明 の Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  で 表 さ れ る チ タ ン 酸 塩 の 母 体 に Ｐ ｒ 及 び Ａ ｌ を 添 加
し た 蛍 光 体 に 替 え て 、 本 願 発 明 の Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  で 表 さ れ る チ タ ン 酸 塩 の 母 体 に Ｐ ｒ 及 び Ｇ
ａ を 添 加 し た 蛍 光 体 に お い て も 、 同 様 な 結 果 が 得 ら れ る 事 が わ か る 。
　 さ ら に 、 化 合 物 合 成 の 際 に 使 用 す る 有 機 キ レ ー ト 金 属 錯 体 と し て 、 Ｇ ａ ， Ａ ｌ そ の 他 の
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金 属 錯 体 を 適 宜 使 用 す る こ と で 添 加 材 を 均 一 に 分 散 し た 酸 化 物 蛍 光 体 が 得 ら れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 粒 子 間 の 金 属 組 成 比 お よ び ド ー プ 元 素 の 状 態 が 均 質 で あ る た め 、 発 光 特 性 の ば ら つ き が
非 常 に 小 さ く 、 且 つ 、 球 状 で 粒 子 形 の 揃 っ た 金 属 酸 化 物 蛍 光 体 Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  ： Ｐ ｒ ， Ａ ｌ
の 製 法 お よ び こ れ に よ り 得 ら れ た 蛍 光 体 を 用 い た デ バ イ ス に 関 し 、 詳 し く は 原 子 レ ベ ル で
各 結 晶 粒 子 内 に 均 一 で 、 最 適 効 率 が 得 ら れ る 状 態 で 発 光 セ ン タ ー が 形 成 さ れ て い る た め に
、 発 光 特 性 が 良 好 で あ る 紫 外 線 ま た は 電 子 線 励 起 発 光 ま た は 電 場 （ Ｅ Ｌ ） 発 光 さ せ る 金 属
酸 化 物 蛍 光 体 で あ る Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  ： Ｐ ｒ ， Ａ ｌ ， Ｇ ａ 蛍 光 体 、 Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  ： Ｐ ｒ ， Ａ ｌ
蛍 光 体 、 及 び Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  ： Ｐ ｒ ， Ｇ ａ 蛍 光 体 の 製 造 方 法 お よ び そ れ で 製 造 さ れ た 蛍 光 体
を 提 供 す る 事 が 出 来 た 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 上 述 の 通 り 、 本 願 発 明 に よ り 特 性 の 向 上 し た 赤 色 発 光 Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  ： Ｐ ｒ ， Ａ ｌ ， Ｇ ａ
系 蛍 光 体 の 提 供 に よ り 、 蛍 光 表 示 管 の 特 性 を 向 上 さ せ 、 市 場 を 拡 大 で き る と い う 産 業 上 の
利 用 可 能 性 が 大 き い 事 が 言 え る 。 ま た 、 ア モ ル フ ァ ス 粉 体 か ら 作 製 し た 金 属 酸 化 物 蛍 光 体
Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  ： Ｐ ｒ ， Ａ ｌ は 、 上 記 の 様 に 略 球 形 で 方 向 性 を 有 し て い な い の で 、 例 え ば ブ
ラ ウ ン 管 （ Ｃ Ｒ Ｔ ） や プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ （ Ｐ Ｄ Ｐ ） 、 電 界 放 射 型 デ ィ ス プ レ イ （ Ｆ Ｅ
Ｄ ） 、 蛍 光 表 示 管 、 電 場 発 光 素 子 （ Ｅ Ｌ ） 、 蛍 光 ラ ン プ 等 に 用 い ら れ る 金 属 酸 化 物 蛍 光 体
の 製 造 に 極 め て 有 効 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  ： Ｐ ｒ ， Ａ ｌ の フ ォ ト ル ミ ネ ッ セ ン ス 写 真 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  ： Ｐ ｒ ， Ａ ｌ の フ ォ ト ル ミ ネ ッ セ ン ス 写 真 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） 本 発 明 の 蛍 光 体 を 製 造 す る た め に 作 製 し た 有 機 金 属 キ レ ー ト 錯 体 粉 末 の Ｓ
Ｅ Ｍ 写 真 で あ る 。 　 （ ｂ ） 本 発 明 の 蛍 光 体 を 製 造 す る た め に 作 製 し た 有 機 金 属 キ レ ー ト 錯
体 粉 末 の 本 焼 成 後 の Ｓ Ｅ Ｍ 写 真 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 蛍 光 体 と 従 来 の 蛍 光 体 と の Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  ： Ｐ ｒ ， Ａ ｌ の Ｐ ｒ 量 に 対 す る
Ｖ Ｆ Ｄ 初 期 輝 度 を 比 較 し た グ ラ フ で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 蛍 光 体 と 従 来 の 蛍 光 体 と の Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ 3  ： Ｐ ｒ ， Ａ ｌ の Ａ ｌ 量 に 対 す る
Ｖ Ｆ Ｄ 初 期 輝 度 を 比 較 し た グ ラ フ で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 蛍 光 体 を 使 用 し た 蛍 光 表 示 管 と 従 来 の 蛍 光 表 示 管 と の 発 光 開 始 電 圧 を 比
較 し た グ ラ フ で あ る 。
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【 図 ２ 】

(15) JP 2005-239821 A 2005.9.8



【 図 ３ 】

(16) JP 2005-239821 A 2005.9.8



フロントページの続き

(74)代理人  100067323
            弁理士　西村　教光
(74)代理人  100124268
            弁理士　鈴木　典行
(72)発明者  伊藤　茂生
            千葉県茂原市大芝６２９　双葉電子工業株式会社内
(72)発明者  佐藤　義孝
            千葉県茂原市大芝６２９　双葉電子工業株式会社内
(72)発明者  斎藤　秀俊
            新潟県長岡市上富岡町１６０３番地１　長岡技術科学大学内
(72)発明者  南部　信義
            三重県四日市市日永東３丁目３－３　中部キレスト株式会社四日市工場内
(72)発明者  中村　淳
            三重県四日市市日永東３丁目３－３　中部キレスト株式会社四日市工場内
(72)発明者  伊藤　博
            大阪市阿倍野区旭町１丁目２番７ー１１０２号　キレスト株式会社内
Ｆターム(参考) 4H001 CA04  CF02  XA08  XA22  XA38  YA13  YA31  YA59 
　　　　 　　  5C036 EE01  EE14  EF02  EF05  EG36  EH12  EH22 

(17) JP 2005-239821 A 2005.9.8



专利名称(译) 使用磷光体生产荧光，荧光和荧光显示装置的方法

公开(公告)号 JP2005239821A 公开(公告)日 2005-09-08

申请号 JP2004049702 申请日 2004-02-25

[标]申请(专利权)人(译) 双叶电子工业株式会社
斋藤秀俊
中部电力公司KIRESUTO
KIRESUTO

申请(专利权)人(译) 双叶电子工业株式会社
斋藤秀俊
中部キレスト株式会社
キレスト株式会社

[标]发明人 伊藤茂生
佐藤義孝
斎藤秀俊
南部信義
中村淳
伊藤博

发明人 伊藤 茂生
佐藤 義孝
斎藤 秀俊
南部 信義
中村 淳
伊藤 博

IPC分类号 C09K11/67 C09K11/08 H01J29/20 H01J31/15

FI分类号 C09K11/67.CPQ C09K11/08.B H01J29/20 H01J31/15.E

F-TERM分类号 4H001/CA04 4H001/CF02 4H001/XA08 4H001/XA22 4H001/XA38 4H001/YA13 4H001/YA31 4H001
/YA59 5C036/EE01 5C036/EE14 5C036/EF02 5C036/EF05 5C036/EG36 5C036/EH12 5C036/EH22

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：为了提供具有改善的亮度，寿命等的低速电子束激发的红
色发光磷光体，该磷光体的制造方法以及使用该磷光体的荧光显示管。 
解决方案：SrTiO 3：Pr，Al或Ga磷光体，它是通过预烘烤包含Sr，Ti，
Pr，Al或Ga的有机金属螯合物的粉末而获得的金属氧化物。 它是通过烧
制制造的。 在荧光体中，Al或Ga的添加量为Sr和Ti的总摩尔量的
0.001〜0.3摩尔倍和/或Sr，Ti和Al的总摩尔量的Pr的添加量。 另一方
面，通过将量调节为0.00007至0.005mol倍，以原子水平均匀溶解，颗粒
之间的金属组成比和发射特性的变化非常小的荧光体，并且具有球形且
均匀的颗粒形状。 成为 [选择图]无
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